
認定ＮＰＯ災害福祉広域支援ネットワーク・サンダーバード代表理事 

社会福祉法人長岡福祉協会 高齢者総合ケアセンターこぶし園総合施設長  小山 剛 

災害医療を支える介護現場の実際 

～社会福祉施設のＭｉｓｓｉｏｎと日々の延長～ 

第３回災害医療等のあり方に関する検討会 

資料２ 



東日本大震災 



 

中越大震災 



こぶし園２階棟の食堂 応接室（グループホーム） 

フレッシュ・イン・こぶし食堂 デイサービスこぶしのホール 

施設の被災 



火災対応の緊急連絡網は、地震時に役に立ちま
せんでした 電話は通じない メールはＯＫ 

 

そんな中でも全職員が出勤し、当夜は５０名が夜
勤を支えました 

 

私たちの仕事は、人を心配する・気遣うことです
からマニュアルではなく、職業倫理が大切です 

 

また通所介護事業所が生活災害のために休業し 

ましたので、そこのスタッフが緊急時の応援隊と
して使用できました 



被災前からこぶし園のサービスは市内各所にあり 

２４時間３６５日 

配食 

通所 

訪問介護 

訪問看護 

を提供していました 

 

このことは地震でも変わることはなく 
余震の中、訪問介護が市内を回っていましたし 

翌朝の配食も普段どおり実施しました 

 

地震の時、どこの施設でも夜勤者が泊まっており翌朝の食
事も普段通り食べたでしょうから、在宅においても同じこと
を支えるのは当然のことです 



     地震後の対応（スピードが重要） 
 

10/23 グループホーム３ヵ所・バリアフリー４名本体に収容 

10/24 居宅・訪問看護・訪問介護対象者のチェックと緊急入 

     所受け入れ（特養100＋ＳＳ80＋被災者76＝256） 
10/27 出先の建物の安全確認とグループホーム上除の再開 

10/28 デイけさじろ・永田・関原の再開 

            国の担当者と仮設住宅内のサービスを協議 

10/29 デイ三和の再開  

10/31 グループホーム三和の再開 

11/01 市内の対象避難所にケアマネを派遣、疲労・介護の必 

            要性をチェック 

11/04 山古志村避難所からの要請でケアマネを派遣 

11/05 山古志村の緊急入所５名受け入れとデイへ１８名利用 

11/10 県・市と仮設サービスセンターの協議 

11/16 県・市と仮設サービスセンターの協議  



被災して学んだこと 

 

   ★広域連携の必要性 

   ★協力者の拠点整備 

   ★施設の意識転換 

   ★避難所のあり方 

   ★福祉避難所 

   ★町の復興も同じ仕組み 

 

※介護の基本は人の生活支援にあり、災害にはリンク 

  していない。つまり平時の介護体制が２４時間３６５ 

  日体制でないと役に立たない。 



★広域連携の必要性 
 

給水車や消防隊などの救援隊が地震と同時に広域から動
き出すように、介護においても行政間の広域連携が不可欠 

 

施設の応援についてもどこの施設が、どこの施設に何人何
を持って駆けつけるという、具体的な内容を事前に協定して
いることが必要 

 

グループホームや小規模多機能型居宅介護などの規模の
小さなサービスについては、認可時に緊急時の受け入れ施
設協定などを確認・指導する 

 

 

          介護支援も自動化する 



★協力者の拠点整備 
 

市町村は住民を守ることで手一杯ですから、大手企業など
が社会貢献事業としてスポンサーとなって、工事現場のユ
ニット住宅やプレハブ、あるいはキャンピングカーなどを用
意してもらい、そこにボランティア・ＮＰＯ・学生などが暮らし
ながら支援をすることが必要 

 

食料品などについても、日常的に業務として作り続けてい
る企業との共同によって確保することが必要 

 

ある程度の期間を支えるためには、支える側の環境も整備
しないと継続性は確保できない 

 

 

社会資源の活用と社会で必要物品をストックする 



★施設の意識転換 
 

野戦病院的な環境でいつまでも対応するのではなく、環境条件を
しっかり把握して、在宅を支えるサービスを提供しなければならない
し、元の生活に戻るための支援をしなければならない 

 

災害は介護崩壊ではなく、生活環境の崩壊だから、在宅の状態を
しっかり確認して前の状態に戻す視点が重要 

 

福祉関係者は抱え込む救済には慣れているが、自立生活を側面か
ら支える視点が不足している 

 

施設内の支援だけではなく、地域社会の支援センターとして、避難
所や個々の住宅、そして仮設住宅生活者の支援にも責任を持たな
ければならない 



サポートセンターが必要な理由 

 

緊急的な避難所である体育館などから、自
宅復帰までの間生活拠点となる仮設住宅に
おいても、２４時間３６５日連続するケア体制
が保障されないと、関係性の無い場所に移
動させられてしまうため、これを防ぐこと 

また復帰までの意欲を支え続け、健康状態
を維持するために「集まる場所」において
「専門職が関わり続ける」ことが必要 



自宅 
避難 

生活支援 

仮設のサポートセンター 

緊急避難所 
       体育館 

       公民館 

       etc 

生活を支えられないと災害時においても地域社会で暮らせない 

仮設住宅 移動 

復帰 

地域のサポートセンター 

生活支援 

引継ぎ 

老人ホーム・病院 

地域内に支え
る仕組みがな
いと 

避難のために 

地域社会から 

出なければな
らない 

施設は地域
社会での生活
継続を支援す
る役割がある 



避難所・仮設住宅から地域再生まで連続して支えるシステム 

被災 

移動 

仮設住宅 

24時間365日連続して生活を支えるセンターは被災時から平常時まで変わらない 

 
3食365日の配食事・24時間365日の訪問介護・24時間365日の訪問看護・365日無休の通所介護 

または 

これらを一体的に提供する小規模多機能型居宅介護 

加えて 

介護予防・健康増進・心のケアなどの各種相談・育児・学童支援・各種アクティビティ 

そして 

目標は元の地域に戻ること・現在の健康を保持すること・悪化を防ぐこと 

避難所 

サポートセンター 

移動 

地域社会の再生 
仮設住民を雇用する 



サポートセンター千歳の事例 
 

市内に１ヶ所、社会福祉法人の自主運営 
（2004.12.8～2006.12.18） 

通所介護（定員20名） 
 訪問看護（サテライト） 
 訪問介護（サテライト） 

 在宅介護支援センター（サテライト） 
配食サービス（3食365日） 
地域交流スペース 

介護予防事業 

心のケア（全国臨床心理士会１回／月・新潟県精神保健福祉士会４回／月） 

各種相談室（長岡医療と福祉の里豊かな健康教室２回／月）  



・対象者は４５９戸１２００人 

・建物の基本は、県が災害救助法で大きな仮設の集会所を建設 

・仮設の管理責任者である長岡市長に社会福祉法人が占有許可 

 願を申請 

・介護保険事業は基準該当サービスとして申請 

 

・社会福祉法人の自己負担で浴室・厨房・送迎車両等を整備 

 （総額２０００万を一時的に負担、後で１０００万は全国共同募金 

  会、７００万は長岡市から補填あり） 
・運営体制は社会福祉法人の自主運営のため人件費は自己負担 

 （２年間の運営で５０００万の負担） 
 介護３名 

 調理２名 

 相談員１名 

 看護師１名 

 管理者１名  

 ※その他随時本体の施設から支援 

全国から支援あり 



負担を背負った理由は   

社会福祉法人の使命(mission) 

一般社会の事業目標は 
Customer Satisfaction 
 顧客の満足を目指している  

社会福祉法人は上記に加えて 
Community Satisfaction 

地域社会の満足を目指さなければならない 
 

非課税組織がしなければならないこと  



仮設のサポートセンター千歳 



浴 室 リフト付きの浴室 

食堂・ホール 厨 房（デイの食事＋３食３６５日の配食センター） 



事務室・スタッフルーム 相談室 

静養コーナー 倉庫 



車椅子トイレ 汚物処理・洗濯室 

洗面・消毒 ナースコール 



 



 





専門職の支援 

 

各種専門職の参加 

全国臨床心理士会の相談室 

精神保健福祉士会の相談室 

医療と福祉なんでも相談室 





外部支援体制の事例 

 

東北福祉大学のボランティア 

期間2004.11.7～12.26 

体制25～30人／1チーム 

10日交代 

完結型救援システムのモデル 



自前の宿舎全景（４０畳二階建ての住居） 

事務所 

男女別トイレ 

厨房 







今後のサポートセンターの可能性 

２００４年の被災時には小規模多機能型居宅介護は制度かされて
いなかったため、デイサービスの建物を中心に２４時間３６５日体
制の訪問介護・訪問看護および３食３６５日の配食などをサポート
センターの中核事業とした。 

しかし今日では２４時間３６５日の定額サービスである小規模多機
能型居宅介護事業を仮設住宅と併設することが効果的である。 

 

 

■地域社会復興のプログラム 

 

被災→避難所  職を失った住民を介護者として雇用 

      ↓        ↓ 
     仮設住宅＋小規模多機能型居宅介護←全国から支援 

      ↓ 
地域社会の復興時に同じ仕組みのまま再生する 















岩手県釜石市平田地区の
仮設住宅 







サポートセンター内の診療所 

２回／週 



平田地区 サポートセンター 

 

２４時間体制のテレビ電話 

 

厨房 

 



仕組み 
市町村は、要援護者が相談等の必要な生活支援を受けられるなど、安心して生 
活できる体制を整備した福祉避難所について、施設の管理者との協定を結び、 
予め指定。 
一定の人員、器物、器材に係る経費について、災害救助法に基づき、都道府県 
及び国が負担。 

 
対象となる施設 

原則として耐震、耐火、鉄筋構造を備え、バリアフリー化されているなど、要援 
護者の利用に適しており、かつ、生活相談職員等の確保が比較的容易である 
老人福祉センター等の既存施設を活用。社会福祉施設の空きスペースを活用 
することも可能。 
公的な宿泊施設、民間の旅館･ホテル等を借りて、福祉避難所とすることも可能。 
小規模多機能型居宅介護・通所介護事業所が有効 

 
対象となる経費 

概ね10人の対象者に対し1人の介助員（相談等に当たる。）の設置 
高齢者、障害者等に配慮したポータブルトイレ等の器物の用意 
日常生活上の支援を行うために必要な消耗器材（紙おむつ、ストーマ用装具な 
ど）の用意 
 

★福祉避難所 



BCPとは 
自然災害、大火災、テロ攻撃などの緊急事態に遭遇した場合において、事業資
産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を
可能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のため
の方法、手段などを取り決めておく計画のこと。 

Business Continuity Plan（事業継続計画）の略 

 

                        BCP策定の意味 

 

             緊急事態                      福祉サービス 

              災害                        は日常的なこと 

 

                      福祉サービスの継続性を図る 

 

 

 

 

           施設利用者の          職員の          在宅利用者の 

            生活を守る          生活を守る          生活を守る 

 

        

 

                  連続的な生活を支える・サービス事業所を維持する 



         ＢＣＰの必要資源と課題 
 
１．職員            指揮体制の確保 
                 職員の確保と外部支援 
 
２．施設・設備・資機材   事前チェック 
                 備蓄と補填方法 
                   
３．情報・通信         連絡体制の整備 
                 連絡障害への対応  
 
４．外部事業者        既存使用量のチェック  
                 物品の補填方法 
 
５．財務             収入減への対応  



１．職員 
 
■指揮の確保、指揮代理者の任命と事前訓練 
  どんな災害においても最も重要なポイント 
 
■職員の自宅～職場間の把握 
 
■災害の種類別による出勤の可能性の把握 
  人が人を支える業務に対する倫理観が重要 
 
■最低業務とこれに必要な人員の把握 
  生活支援の現実は最大努力が最低限度の支援体制 
 
■職員不足の場合の補填方法 
  事前に依頼・契約しておくことがポイント 
   
■災害種類・段階別の必要数の把握 



災害福祉広域支援ネットワーク 

サンダーバードの設立 
（2006.12.18内閣府よりＮＰＯ法人） 

(2009.10.1国税局長官より認定NPO) 



        サンダーバードの目的 

 

①災害現場に状況確認と支援指示を行なう指令 

 センターを送り込むこと（サンダーバード１号） 
 

②災害と同時に介護スタッフを派遣すること 

 

③派遣した人の食と住居を確保すること 

  （サンダーバード２号） 
 

④活動拠点をパッケージで送り込むこと 

  （サンダーバード３号） 



被災地 移動式サポートセンター 

全国各地から、
交代で人材を
派遣する 

派遣スタッフの住宅 

全国各地から、
交代で人材を
派遣する 

派遣を受けた施設や病
院から、地元の職員が
地域の支援を行う 

企業の参画 

派遣を受けた施設や病
院から、地元の職員が
地域の支援を行う 

車や食料等 

サンダーバード１号 ２号 

サンダーバード３号 

指令センター 

地域と人を知っている
人が介護を行なう 

http://www.e-ohmori.co.jp/var/artcom/tiger/tiger1.html
http://www.e-ohmori.co.jp/var/artcom/tiger/tiger1.html
http://www.e-ohmori.co.jp/var/artcom/tiger/tiger1.html

